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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年3月17日(2011.3.17)

【公表番号】特表2010-519230(P2010-519230A)
【公表日】平成22年6月3日(2010.6.3)
【年通号数】公開・登録公報2010-022
【出願番号】特願2009-550227(P2009-550227)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/506    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １０４Ｚ
   Ｃ０７Ｄ 471/04    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/506   　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月27日(2011.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　式Ｉ 
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【化１】

式中、 
Ｒ１は、Ｈ、Ａ、－［Ｃ（Ｒ６）２］ｎＡｒ、－［Ｃ（Ｒ６）２］ｎＨｅｔまたは－［Ｃ
（Ｒ６）２］ｎシクロアルキルを示し、 
Ｒ２は、ＨまたはＡを示し、 
Ｒ３、Ｒ４は、各々、互いに独立して、Ｈ、Ａ、Ｈａｌ、ＣＮ、－［Ｃ（Ｒ６）２］ｎＡ
ｒ、－［Ｃ（Ｒ６）２］ｎＨｅｔまたは－［Ｃ（Ｒ６）２］ｎシクロアルキルを示し、 
Ｒ５は、Ｈ、Ａ、－［Ｃ（Ｒ６）２］ｎＡｒ、－［Ｃ（Ｒ６）２］ｎＨｅｔまたは－［Ｃ
（Ｒ６）２］ｎシクロアルキルを示し、 
Ｒ６は、Ｈまたは１～６個のＣ原子を有するアルキルを示し、 
Ａ、Ａ’は、各々、互いに独立して、１つまたは２つのＣＨ２基がＯまたはＳ原子により
、および／または－ＣＨ＝ＣＨ－基により置き換えられていてもよく、および／または、
さらに、１～７個のＨ原子がＦにより置き換えられていてもよい、１～１０個のＣ原子を
有する非分枝または分枝アルキルを示し、 
Ｈａｌは、Ｆ、Ｃｌ、ＢｒまたはＩを示し、 
Ａｒは、非置換であるか、またはＯＨ、ＯＡ、ＳＨ、ＳＡ、ＳＯＡ、ＳＯ２Ａ、Ｈａｌ、
ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨＡ、ＮＡＡ’、Ａ、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＡ、ＳＯ２ＮＡＡ’
、ＣＯＮＨ２、ＣＯＮＨＡ、ＣＯＮＡＡ’、ＮＡＣＯＡ’、ＮＡＳＯ２Ａ’、ＣＯＯＨ、
ＣＯＯＡ、ＣＯＡ、ＣＨＯおよび／またはＣＮにより単置換、二置換、三置換、四置換ま
たは五置換されている、５～１４個のＣ原子を有する飽和、不飽和または芳香族炭素環を
示し、 
Ｈｅｔは、１～４個のＮ、Ｏおよび／またはＳ原子を有する、単環式または二環式の飽和
、不飽和または芳香族複素環を示し、これは非置換であるか、またはＯＨ、ＯＡ、ＳＯＡ
、ＳＯ２Ａ、Ｈａｌ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨＡ、ＮＡＡ’、Ａ、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２Ｎ
ＨＡ、ＳＯ２ＮＡＡ’、ＣＯＮＨ２、ＣＯＮＨＡ、ＣＯＮＡＡ’、ＮＡＣＯＡ’、ＮＡＳ
Ｏ２Ａ’、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＡ、ＣＨＯ、ＣＯＡおよび／またはＣＮにより、単置換また
は二置換されていてもよく、 
ｎは、０、１または２を示す、 
で表される化合物、またはその薬学的に使用し得る誘導体、溶媒和物、塩、互変異性体も
しくは立体異性体、またはそれらのすべての比率での混合物。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１５】
　請求項１～１３のいずれかに記載の少なくとも１種の化合物、および／またはその薬学
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的に使用し得る誘導体、塩、溶媒和物、互変異性体および／または立体異性体、または、
それらのすべての比率での混合物、ならびに、任意に賦形剤および／またはアジュバント
を含む、医薬。 
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６】
　請求項１～１３のいずれかに記載の化合物、および／またはその薬学的に使用し得る誘
導体、塩、溶媒和物、互変異性体および／または立体異性体、または、それらのすべての
比率での混合物の、腫瘍、腫瘍増殖、腫瘍転移および／またはＡＩＤＳの処置のための医
薬の製造のための使用。 
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２１】
　請求項１～１３のいずれかに記載の化合物および／またはその生理学的に許容し得る塩
および／または溶媒和物の、腫瘍の処置のための医薬の製造のための使用であって、式Ｉ
で表される化合物の治療有効量が、１）エストロゲン受容体モジュレータ、２）アンドロ
ゲン受容体モジュレータ、３）レチノイド受容体モジュレータ、４）細胞毒性薬、５）抗
増殖剤、６）プレニルタンパク質トランスフェラーゼ阻害剤、７）ＨＭＧ－ＣｏＡレダク
ターゼ阻害剤、８）ＨＩＶプロテアーゼ阻害剤、９）逆転写酵素阻害剤、および１０）さ
らなる血管形成阻害剤、の群からの化合物と組み合わせて投与される、前記使用。 
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２２】
　請求項１～１３のいずれかに記載の化合物および／またはその生理学的に許容し得る塩
および／または溶媒和物の、腫瘍の処置のための医薬の製造のための使用であって、式Ｉ
で表される化合物の治療有効量が、放射線治療および１）エストロゲン受容体モジュレー
タ、２）アンドロゲン受容体モジュレータ、３）レチノイド受容体モジュレータ、４）細
胞毒性薬、５）抗増殖剤、６）プレニルタンパク質トランスフェラーゼ阻害剤、７）ＨＭ
Ｇ－ＣｏＡレダクターゼ阻害剤、８）ＨＩＶプロテアーゼ阻害剤、９）逆転写酵素阻害剤
、および１０）さらなる血管形成阻害剤の群からの化合物と組み合わせて投与される、前
記使用。 
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